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協会けんぽ 2024（令和6）年度
決算（見込み）のお知らせ

2024年度の決算は黒字額が増加しましたが、協会けんぽの財政は安定しているのでしょうか？

協会けんぽの財政は、当面、賃上げ等により標準報酬月額の増加が見込まれるものの、
●現在の不安定な世界情勢が我が国の経済社会に及ぼす影響が不透明であり、これまでのような保険料収入
の増加が中長期的に継続するか予測が難しいこと

●協会けんぽ加入者の平均年齢の上昇や医療の高度化等により保険給付費の継続的な増加が見込まれること
●団塊の世代が後期高齢者になったことにより後期高齢者支援金が中長期的に高い負担額のまま推移するこ
とが見込まれること

等に留意が必要と考えています。
　また、「経済財政運営と改革の基本方針2025（2025年６月13日閣議決定）」において、診療報酬改定に関
して、「2025年春季労使交渉における力強い賃上げの実現や昨今の物価上昇による影響等について、経営の
安定や現場で働く幅広い職種の方々の賃上げに確実につながるよう、的確な対応を行う。」とされており、今
後の動向を注視する必要があると考えています。
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2024年度の決算（見込み）の概要
　2024年度の決算は収入が11兆8,525億円、支出が
11兆1,939億円、収支差は前年度から1,923億円増加
し、6,586億円となりました。
　保険料収入は、賃上げ等による標準報酬月額の増加や
被保険者数の増加により前年度比3,492億円の増加とな
った一方で、保険給付費は医療費の伸びが低めに推移し
た影響で前年度比1,040億円の増加となっています。
　医療費については、新型コロナの臨時的特例廃止
（2024年３月末廃止）等の特殊要因で伸びが抑えられ
ていることが一定程度影響しており、今後の動向を慎重
に見極める必要があります。

※詳しくは、協会けんぽのホームページをご覧ください。

■ 2024年度決算 (見込み)  医療分

※（　）内は、対前年度比
※ 支出の「その他」は下図の「健診・保健指導経費」
　「協会事務費」「その他の支出」の合計
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単年度収支差 6,586（＋1,923）

その他の収入  0.3％その他の支出  0.5％
国からの補助金  9.9％協会事務費  0.9％

高齢者医療への
拠出金等 　　  32.3％高齢者医療への
拠出金等 　　  32.3％
高齢者の皆さまの医療費の一部を
現役世代が負担しています。
高齢者の皆さまの医療費の一部を
現役世代が負担しています。

保険料収入  89.8％保険料収入  89.8％
被保険者・事業主の皆さまに
納めていただいている保険料
被保険者・事業主の皆さまに
納めていただいている保険料

保険給付費  64.8％保険給付費  64.8％
協会けんぽが医療機関に支払う費用や、
傷病手当金等の支払いに要する費用
協会けんぽが医療機関に支払う費用や、
傷病手当金等の支払いに要する費用

健診・保健指導経費  1.5％

約

11.2
兆円

約

11.9
兆円
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052-856-1490（代表）

〒450-6363 名古屋市中村区名駅1-1-1 JPタワー名古屋23階

申請書の提出は郵送を
ご利用ください。
郵便番号と
宛名のみでOK!

受付
時間

土・日・祝日・
年末年始を除く8:30～17:15

愛知支部

※ 該当する被扶養者がいない場合は、 被扶養者状況リストの送付はありません。

詳細はお送りする被扶養者状況リストをご確認ください。

確認の対象となる方

令和6年度の実績

送　付　時　期

提　出　期　限

令和７年10月中旬から10月下旬（予定）にかけて順次送付いたします。

令和７年12月12日（金）

ご提出いただくもの

「被扶養者状況リスト」に確認事項を記入のうえ、
必ずご提出ください。

以下のいずれかに該当する被扶養者
健康保険の資格が重複している可能性が高い方
同居が扶養認定の要件となっている続柄の方のうち、被保険者と別居している可能性が高い方
令和6年中の課税収入額が130万円（60歳以上は180万円）の金額を超過している方（18歳未満の
方や直近で認定された方を除く）

扶養解除者数

令和7年度

　協会けんぽでは、保険給付の適正化を目的に、健康保険法施行規則第50条に基づき、
健康保険の被扶養者となっている方が、現在もその状況にあるかを確認させていただく
ため、被扶養者資格の再確認を実施しております。
　被扶養者資格の再確認は、被扶養者の方の現況確認だけではなく、加入者みなさまの
保険料負担の軽減につながる大切な確認となりますので、ご理解とご協力をお願いいた
します。

被扶養者資格再確認の
ご提出のお願い

事業主・
加入者の
みなさまへ

被扶養者
状況リスト

高齢者医療制度への
負担軽減額（効果額）約6.3万人 約11億円
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2

3

扶養解除となる場合は、日本年金機構へ
電子申請により「被扶養者異動届」をご
提出ください。
なお、電子申請による手続きが困難な場
合は、被扶養者状況リストに同封されて
いる「被扶養者調書兼異動届」を記入の
うえ、被扶養者状況リストと併せて、返信
用封筒によりご提出ください。

令和７年度は、扶養解除となる
可能性が高い方に対象を絞って
送付します


